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に
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い
て
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本
稿
で
は
李
大
釗
（
一
八
八
九
〜
一
九
二
七
）
の
初
期
の
思
想
、
と
り
わ
け
日
本
留
学
時
期
に
執
筆
し
た
と
さ
れ
る

青
春

を

主
た
る
分
析
の
対
象
と
す
る
。
李
大
釗
は
中
国
近
代
思
想
の
研
究
領
域
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
私
も
す
で
に
別
稿
で
触

れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
李
大
釗
に
関
す
る
伝
記
的
な
事
実
の
紹
介
に
つ
い
て
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
李
大
釗
は
中
国
共
産
党
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
中
国
に
は
じ
め
て
体
系
的
に
紹
介
し
た
人
物
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
李
大
釗
が
残
し
た
も
っ
と
も
有
名
な
文
章
の
一
つ
と
い
え
ば
、
新
青
年
（
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
一
六
年
）

に
掲
載
さ
れ
た

青
春

で
あ
る
。
格
調
高
い
名
文
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
民
国
時
期
よ
り
す
で
に
李
大
釗
の
代
表
的
な
著
作
と

し
て
知
ら
れ
て
い
）

（
た
。
今
日
で
も
中
高
生
向
け
の
読
本
で
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
、
当
代
の
習
近
平
主
席
も
青
少
年
向
け
の
講
演
で

し
ば
し
ば

青
春

を
話
の
枕
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
転
向
以
前
の
李
大
釗
の
初
期
思

想
の
解
明
と
い
う
観
点
か
ら

青
春

を
取
り
上
げ
、
日
本
留
学
時
期
の
李
大
釗
の
知
的
な
営
み
の
一
端
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
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李
大
釗
の
日
本
留
学
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
森
正
夫

李
大
釗
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
と
冨
田
昇

李
大
釗 

日
本

留
学
時
代
の
事
跡
と
背
景
│
│
留
学
生
と
し
て
（
集
刊
東
洋
学

第
四
二
号
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
先
駆
的
な
研
究
が
あ
り
、

早
稲
田
大
学
で
の
李
大
釗
の
学
籍
簿
や
成
績
表
の
発
掘
に
功
績
が
あ
っ
た
。
中
国
の
学
者
に
よ
る
留
日
時
期
の
李
大
釗
に
関
す
る
記

述
に
つ
い
て
は
大
半
が
こ
の
二
者
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
丸
山
松
幸
に
よ
る
伝
記
的
な
整
理
が
行
わ
れ
た
（
同

李
大
釗

伝
記
資
料
覚
書
（
一
）

人
文
科
学
科
紀
要

第
七
一
輯
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
。
そ
の
後
、（
二
）
〜
（
五
）
の
五

回
に
わ
た
っ
て

人
文
科
学
科
紀
要

に
連
載
さ
れ
た
）。

　

李
大
釗
が
来
日
し
た
の
は
一
九
一
四
年
一
、
二
月
頃
と
推
定
さ
）

（
れ
、
こ
の
年
の
九
月
八
日
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
科
（
現
在

の
政
治
経
済
学
部
）
に
入
学
し
た
。
な
お
当
時
の
大
学
は
九
月
新
学
期
制
を
と
っ
て
お
り
、
四
月
始
ま
り
に
変
更
に
な
る
の
は
一
九

二
一
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。
来
日
日
時
に
つ
い
て
は
李
大
釗
自
身
が
後
年
、
物
価
与
貨
幣
購
買
力
（
甲
寅

第
一
巻
第
三
号
、

一
九
一
四
年
八
月
）
の
な
か
で

残
冬
風
雪
、
廼
従
二
三
朋
輩
、
東
渡
瀛
島

の
記
述
を
残
し
て
い
る
。
残
冬
風
雪

を
ど
う
読

み
解
く
か
で
見
解
が
分
か
れ
る
が
、
一
九
一
四
年
一
、
二
月
頃
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に

二
三
朋
輩

と
は
李
培
潘
と
張
潤
之
で
あ

る
こ
と
が
当
時
の
早
稲
田
大
学
の
学
籍
簿
か
ら
分
か
っ
て
い
）

（
る
。
李
培
潘
と
張
潤
之
は
北
洋
法
政
学
堂
時
代
に
と
も
に
北
洋
法
政
学

会
の
会
員
で
あ
っ
た
。
日
本
留
学
に
同
行
し
、
一
緒
に
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
宿
舎
に
入
っ
た
。

　

李
大
釗
ら
が
卒
業
し
た
北
洋
法
政
専
門
学
堂
は
、
早
稲
田
大
学
で
は
日
本
の
大
学
入
学
資
格
を
満
た
す
も
の
と
認
定
さ
れ
て
お

り
、
高
等
予
科
を
経
ず
に
直
接
無
試
験
で
入
学
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
前
の
早
稲
田
大
学
で
は
、
明
治
大
学
、
法
政
大
学
や

中
央
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
私
学
と
同
様
に
、
学
校
経
営
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に

学
部
・
大
学
予
科
・
専
門
部

と
い

う
三
位
一
体
型
を
と
っ
て
い
）

（
た
。
こ
の

学
部
・
大
学
予
科
・
専
門
部
の
並
置

と
い
っ
た
変
則
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
結
果
的

に
多
く
の
ア
ジ
ア
人
留
学
に
進
学
・
留
学
の
門
戸
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
留
学
生
の
学
部
へ
の
直
接
進
学
が
困
難
な
当
時
に
あ
っ
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て
、
予
科
卒
業
資
格
が
な
く
て
も
受
験
で
き
る
私
立
大
学
の
専
門
部
は
入
学
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
）

（
る
。
し
か
も
留
学

生
向
け
の
宿
舎
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

李
大
釗
ら
は
来
日
し
て
間
も
な
く
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
宿
舎
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
。
今
日
ま
で
残
る
李
大
釗
の
学
籍
簿
に
は

現
住
所
と
し
て

牛
込
区
下
戸
塚
町
五
百
二
〇　

基
督
教
青
年
会
内

と
確
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
住
所
は
早
稲
田
大
学
文
学

部
（
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
向
か
い
、
今
日
の
穴
八
幡
宮
や
早
稲
田
奉
仕
園
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
）
の
あ
る
一
帯
で
あ

る
。

　

中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
に
つ
い
て
、
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
の
説
明
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
）

（
る
。
当
時
、
清
国
留
学
生
会
館
は

い
く
つ
か
あ
り
、
留
学
生
の
日
本
で
の
生
活
の
便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
留
学
生
団
体
の
根
拠
地
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
江

蘇

や

湖
北
学
生
界

な
ど
の
出
版
部
も
留
学
生
会
館
に
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
に

留
学
生
取
り
締
ま
り
規
則

反
対
運
動
の

時
に
、
十
二
月
五
日
、
各
省
代
表
学
生
が
清
国
留
学
生
会
館
で
協
議
し
、
日
本
政
府
の
政
策
に
反
対
し
て
一
斉
帰
国
と
な
っ
た
。
実

際
に
は
翌
年
に
は
多
く
の
留
学
生
は
日
本
に
戻
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
件
は
会
館
が
消
滅
す
る
原
因
を
含
ん
で
い
た
。
日

本
が
中
国
人
留
学
生
教
育
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
は
西
洋
諸
国
が
か
ね
て
よ
り
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
上

海
に
あ
る
中
華
基
督
教
青
年
協
会
を
通
じ
て
、
協
会
の
ラ
イ
オ
ン
博
士
と
張
佩
之
を
東
京
に
派
遣
し
、
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

駐
日
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
援
助
の
も
と
で
、
駐
日
清
国
公
使
館
や
日
本
の
諸
学
校
に
つ
い
て
、
留
学
生
の
数
や
生
活
の
実
態
な
ど
を

調
べ
、
一
九
〇
六
年
春
に
、
神
田
の
日
本
青
年
会
館
の
中
に
華
人
青
年
会
を
作
っ
た
）

（
が
、
こ
れ
が
の
ち
の
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会

で
あ
る
。
こ
の
会
は
英
語
を
教
え
る
こ
と
で
会
員
を
集
め
、
一
九
〇
七
年
に
は
早
稲
田
分
会
が
生
ま
れ
、
一
九
一
〇
年
に
は
北
神
保

町
に
本
部
を
建
て
会
館
か
ら
独
立
し
、
の
ち
に
留
日
学
生
の
根
拠
地
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

近
年
の
渡
辺
祐
子
の
調
査
に
よ
る
と
日
本
青
年
会
館
の
一
室
を
借
り
て
出
発
し
た
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
は
一
九
〇
七
年
に
総

幹
事
ク
リ
ン
ト
ン
（Jacob M

. Clinton

）、
副
総
幹
事
王
正
廷
の
体
制
で
正
式
発
足
し
た
。
一
九
〇
九
年
に
早
稲
田
に
寄
宿
舎
が

完
成
し
、
一
九
一
二
年
に
北
神
保
町
に
購
入
し
た
土
地
に
新
た
に
会
館
が
建
設
さ
れ
た
と
い
）

（
う
。
ま
た
早
稲
田
の
寄
宿
舎
の
た
め
の

土
地
は
、
江
原
素
八
と
元
田
作
之
進
の
共
同
名
義
で
、
一
九
〇
九
年
五
月
に
契
約
書
が
交
わ
さ
れ
、
総
領
事
の
ク
リ
ン
ト
ン
に
九
九
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九
年
の
借
地
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
借
地
料
と
宿
舎
建
設
の
費
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
のArthington

基
金
の
支
援
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
一
九
一
六
年
四
月
、
こ
の
時
す
で
に
神
田
に
建
設
さ
れ
て
い
た
本
館
の
業
務
に
集
中
す
る
た
め
に
、
中
華

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
学
生
寮
を
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
譲
渡
、
早
稲
田
大
学
が
無
償
移
譲
を
受
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
現
在
の
信
愛
宿
舎
）、

と
い
）

（
う
。

　

李
大
釗
は
中
国
人
留
学
生
ら
と
二
十
一
か
条
の
反
対
運
動
を
展
開
し
、
一
九
一
五
年
五
月
末
に
帰
国
し
た
と
さ
れ
る
。
中
華
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
寄
宿
舎
の
売
却
は
一
説
に
は
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
抗
議
運
動
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
運
営
業
務
上

の
都
合
の
よ
う
で
あ
る
。

　

李
大
釗
は
一
九
一
三
年
に
北
洋
法
政
学
堂
に
お
い
て

言
治

を
創
刊
し
、
言
論
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
も
吉
野
作
造
ら
日

本
人
教
習
と
の
接
触
も
あ
り
、
日
本
語
の
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
日
本
語
の
専
門
書
を
読
め
る
よ
う
に
努
め
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
言
治
（
第
一
期
、
一
九
一
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
李
釗

托
爾
斯
泰
主
義
之
綱
領
（
李
釗
は
李
大
釗
の
筆
名
。
李
大

釗
の
筆
名
は
非
常
に
多
い
）
が
研
究
者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
）

（
る
。
托
爾
斯
泰
主
義
之
綱
領

は
李
大
釗
に
よ
る
日
本
語

学
習
の
成
果
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
思
想
性
を
読
み
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
托
爾
斯
泰
主
義
之
綱
領

の
冒

頭
、
訳
者
附
誌

と
し
て

日
人
中
里
弥
之
助
氏
，
著
托
翁
言
行
録
，
復
綜
托
翁
言
行
録
，
結
晶
而
成
斯
篇
。
読
之
当
能
会
得
托

翁
之
精
神
。
爰
急
訳
之
，
以
餉
当
之
。
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
中
里
弥
之
助
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
詳
細
不
明
で
あ
り
、
そ
の

後
よ
う
や
く

大
菩
薩
峠

で
知
ら
れ
る
中
里
介
山
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
経
緯
が
あ
）

（
る
。
李
大
釗
は

言
行
録

の
奥
付
の
発
行
者
名
（
中
里
弥
之
助
）
を
そ
の
ま
ま
転
記
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

托
爾
斯
泰
主
義
之
綱
領

は
李

大
釗
の
最
初
期
の
仕
事
で
あ
り
、
ま
た
李
大
釗
の
ト
ル
ス
ト
イ
的
な
人
道
主
義
の
観
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
研
究
者
に
注

目
さ
れ
て
き
た
。
里
井
彦
七
郎
は
ト
ル
ス
ト
イ
か
ら
学
び
取
ろ
う
と
し
た
中
に
李
大
釗
の

小
民
性
と
人
間
愛
精
神
の
強
烈
さ

を
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見
出
し
、
そ
の
後
の
彼
の
思
想
展
開
の
中
で
こ
の
ト
ル
ス
ト
イ
精
神
が
生
か
さ
れ
た
と
す
）

（
る
。
森
正
夫
は
ト
ル
ス
ト
イ
が
そ
の
後
の

李
大
釗
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
革
命
は

悔
い
改
め

だ
と
い
う
思
想
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
旧
悪
を
去
っ
て
新
善
に

就
こ
う
と
す
る
そ
の
心
の
変
化
が
外
部
に
現
れ
る
こ
と
を
革
命
と
い
う
の
で
あ
）

（
る
。
里
井
彦
七
郎
、
森
正
夫
は
と
も
に

托
爾
斯
泰

主
義
之
綱
領

か
ら
得
た

ト
ル
ス
ト
イ
精
神

を
李
大
釗
の
そ
の
後
の
言
論
（
民
彝
与
政
治

で
も
ト
ル
ス
ト
イ
に
対
す
る
同

趣
旨
の
言
及
が
あ
る
）
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
こ
の
里
井
彦
七
郎
、
森
正
夫
に
対
し
て
は
入
戸
野
良
行
に
よ
る
批
判
が
あ
る

が
、
学
界
の
注
目
を
集
め
た
と
は
言
い
難
い
の
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
入
戸
野
良
行
に
よ
る
批
判
の
要
点
は
両
者
と
も
ト
ル
ス
ト

イ
と
李
大
釗
の
間
に
介
在
し
て
い
る
中
里
介
山
の
ト
ル
ス
ト
イ
理
解
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま

り

中
里
介
山
ト
ル
ス
ト
イ

と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
入
戸
野
良
行
は
革
命
の
精
神
は

悔
い
改
め

と
し
た
こ
と
と

同
時
に

今
の
文
明
は
虚
偽
な
る
文
明

だ
と
し
た

中
里
ト
ル
ス
ト
イ

の
言
葉
が
李
大
釗
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
着
目
す

べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
）

（
た
。
文
明

論
の
視
座
に
対
し
て
日
本
と
中
国
の
知
識
人
が
共
鳴
し
た
の
で
あ
る
。

　

李
大
釗
が
早
稲
田
大
学
で
受
講
し
た
科
目
等
に
つ
い
て
は
森
正
夫
ら
の
研
究
で
す
で
に
紹
介
が
あ
る
。
李
大
釗
の
在
学
一
年
次
に

大
山
郁
夫
は
不
在
で
あ
り
、
そ
の
か
わ
り
に
有
賀
長
雄
が
出
講
し
た
。
後
に
李
大
釗
が
有
賀
長
雄
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

奇
遇
で
あ
ろ
う
（
李
大
釗

国
情
）。
李
大
釗
は
今
日

初
期
社
会
主
義
者

と
さ
れ
る
安
部
磯
雄
の
影
響
を
受
け
た
と
自
ら
述
べ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
大
学
内
外
で
の
勉
強
が
李
大
釗
の
著
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
本
稿
で
検
討
の
対
象
に
す
る

青
春

は
一
九
一
六
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た

新
青
年
（
第
二
巻
第
一
号
）
に
掲
載
さ
れ

た
。
同
号
の
表
紙
に
は
陳
独
秀
先
生
主
撰
と
書
か
れ
て
お
り
、
目
次
に
は
、
陳
独
秀

新
青
年
、
李
大
釗

青
春
、
温
宗
堯

O
n 

Education

、
易
白
沙

孔
子
平
議
（
下
）
、
高
一
涵

楽
利
主
義
与
人
生

な
ど
が
並
ぶ
。
周
知
の
通
り
、
第
三
巻
第
六
号
ま

で
は
陳
独
秀
先
生
主
撰
つ
ま
り
陳
独
秀
が
編
集
責
任
者
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、
第
四
巻
第
一
号
よ
り

新
青
年

の
編
集
の
体
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制
は
数
名
に
よ
る

輪
番
制

に
移
行
す
）

（
る
。
そ
の
背
景
に
は
陳
独
秀
が
北
京
大
学
の
教
授
と
な
り
、
新
青
年

が
北
京
大
学
関

係
者
の
雑
誌
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
李
大
釗
の

青
春

が

新
青
年

に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
陳
独
秀
と
李
大
釗
の
間
に
す
で
に
日
本
に
お
い
て
太
い
パ
イ
プ
が
存
在
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
陳
独
秀
は
李
大
釗
よ
り
十

歳
ほ
ど
年
長
で
あ
り
、
章
士
釗
の
東
京
で
の
居
所
で
お
互
い
の
面
識
を
得
た
。
一
九
一
四
年
七
月
、
陳
独
秀
は
章
士
釗
の
招
き
で
数

度
目
の
来
日
を
果
た
し
、
章
士
釗
の

甲
寅

の
編
集
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
来
日
直
後
の
李
大
釗
と
知
り

合
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
陳
独
秀
と
李
大
釗
は
交
流
と
協
力
を
始
め
た
と
さ
れ
）

（
る
。
青
春

は
一
九
一
九
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た

が
、
李
大
釗
は
一
九
一
六
年
五
月
に
日
本
か
ら
中
国
に
帰
国
し
て
お
り
、
袁
世
凱
の
洪
憲
帝
制
に
対
す
る
反
対
運
動
、
憲
法
研
究
会

の
活
動
、
晨
鐘
報

の
編
集
等
に
忙
し
く
し
て
い
た
。
今
日
の
研
究
者
た
ち
は

青
春

の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は

青
春

の

冒
頭
の
記
述

遠
従
瀛
島
、
返
顧
祖
邦
﹇
遠
く
日
本
か
ら
祖
国
を
か
え
り
み
た
﹈
と
あ
る
の
を
手
が
か
り
に
し
、
青
春

は
日
本

で
書
か
れ
た
と
し
て
い
る
も
の
が
多
）

（
い
。

　

青
春

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
そ
の
哲
学
的
な
性
格
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
後
藤
延
子
は
、
研
究
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
所
説
を
整
理
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
絶
対
的
観
念
論
（
Ｂ
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
）

（
ツ
）、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
的
哲
学

（
Ｍ
・
メ
イ
ス
ナ
）

（
ー
）、
ベ
ル
グ
ソ
ン
流
の
生
の
哲
学
あ
る
い
は
天
人
合
一
論
的
伝
統
思
想
へ
の
傾
斜
（
丸
山
松
）

（
幸
）、
唯
物
弁
証
法

的
宇
宙
観
（
郭
湛
）

（
波
）、
無
神
論
的
宇
宙
論
（
近
藤
邦
）

（
康
）
な
ど
を
例
示
し
て
い
）

（
る
。
い
ず
れ
も
李
大
釗
に
お
け
る
思
想
の
一
貫
性

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
転
向
す
る
前
段
階
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
壮
大
な
宇
宙
論
、
歴
史
観
に
着
目
す
る
傾

向
が
共
通
し
て
い
る
。

　

青
春

の
文
中
に
お
い
て

悲
壮
な
る
精
神

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
李
大
釗
は

悲
壮
な
る
精
神

に
つ
い
て
典

拠
を
記
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
茅
原
崋
山
の

悲
壮
な
る
精
神

は
連
想
で
き
る
。
茅
原
崋

山
は
当
代
き
っ
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
東
西
の
書
物
の
博
覧
に
よ
る
独
自
の
観
点
か
ら
の
東
西
文
明
論
を
得
意
に
し
て
い

た
が
、
近
年
は
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
松
尾
尊
允
に
よ
っ
て

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

が
再
評
価
さ
れ

る
中
で
、
茅
原
崋
山
が
刊
行
し
た

第
三
帝
国

な
ど
の
雑
誌
が
発
掘
さ
れ
て
い
）

（
た
。
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茅
原
崋
山
は

洪
水
以
）

（
後
（
創
刊
号
、
大
正
五
年
一
月
一
）

（
日
）
に
掲
載
さ
れ
た

悲
壮
な
る
精
神
（
山
を
し
て
我
れ
に
来
た
ら

し
め
）

（
よ
）
に
言
う
。

　

宇
宙
は
常
に
新
た
に
更
生
し
つ
つ
あ
る
久
遠
の
輪
廻
で
あ
り
、
万
象
に
盛
衰
が
あ
る
如
く
地
球
、
人
類
、
民
衆
に
も
盛
衰
が
あ

り
、
文
明
生
活
に
よ
っ
て
、
人
類
は
ま
す
ま
す
自
然
か
ら
遠
ざ
か
る
。
こ
れ
を
、
文
明
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
老
成
の
境
地
い
る
人
類
の
復
活
再
生
が
、
今
日
、
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
根
本
課
題
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
研
究
者
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
指
摘
し
た
李
大
釗
の

青
春

に
み
ら
れ
る

宇
宙
論

で
あ
る
。

　

石
川
禎
浩
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
李
大
釗
の

青
春

と
茅
原
崋
山
の

悲
壮
な
る
精
神

と
の
対
応
関
係
は

青
春

の
数
か
所

に
及
び
、
そ
の
こ
と
ご
と
く
が

青
春

の
核
心
部
分
で
あ
る
と
す
）

（
る
。
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
長
文
に
な
る
が
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
一
、
宇
宙
論
そ
の
も
の
に
は
始
め
も
な
く
終
わ
り
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
空
間
は
無
限
、
時
間
は
無
極
と
な
る
が
、
そ
れ
は

絶
対

の
見
地
か
ら
の
結
論
で
あ
っ
て
、
相
対

の
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
宇
宙
は

万
象
万
殊

の
刻
々
の
変
転
を
示
し
て
い
る

こ
と
。
二
、
地
球
に
生
命
が
あ
る
ご
と
く
、
人
類
の
生
命
に
も
少
年
期
、
青
年
期
、
壮
年
期
、
老
年
期
と
し
て
の
盛
衰
が
あ
る
が
、

青
春

を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
三
、
人
類
の
歴
史
が

進
化
論

に
支
配
さ
れ
た
過
去
の

発
生
の
時
期

を
す

ぎ
、
い
ま
や
復
活
再
生
を
問
題
に
す
べ
き
時
期
に
た
ち
い
た
っ
て
い
る
こ
と
。
四
、
西
洋
諸
国
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
問
題
は
そ
れ
ら

の
国
が
再
生
復
活
し
得
る
か
ど
う
か
で
あ
る
こ
と
。
五
、
そ
し
て
無
窮
な
る
宇
宙
と
と
も
に
歩
ま
ん
と
す
る

悲
壮
な
る
精
神

が

あ
れ
ば
、
そ
の
国
民
を
復
活
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

茅
原
崋
山
の

宇
宙

観
に
つ
い
て
、
李
大
釗
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
茅
原
崋
山
の

悲
壮
な
る
精
神

と
大

き
く
異
な
る
の
は
、
李
大
釗
の

青
春

に
お
い
て
は

中
国
の
再
生

に
重
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
青
春

で
は

い
ま
わ

が
民
族
の
青
年
が
、
日
々
誓
い
を
新
た
に
し
て
世
に
昭
示
す
べ
き
は
、
白
髪
中
国
の
不
死
を
懸
命
に
弁
じ
た
て
る
こ
と
で
は
な
く
、

青
春
中
国
の
再
生
を
営
々
と
し
て
は
ぐ
く
む
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
民
族
が
今
後
世
界
に
独
り
立
ち
で
き
る
か
否
か
は
、
白
髪
中
国
の

老
残
延
命
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
青
年
中
国
の
再
生
復
活
に
あ
る
の
）

（
だ
。
と
い
う
。
続
け
て
こ
の

青
年
中
国

に
つ
い
て
説
明

を
補
充
す
る
。
建
国
の
は
じ
め
、
こ
の
国
は
そ
の
名
も
美
し
く

中
華

と
い
わ
れ
た
。
中
華
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
意
で
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あ
る
か
。
中

と
は

中
に
宅
り
、
正
に
位
す

の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
青
年
の
大
き
な
責
務
は
、
空
間
に
お
い
て
中
華
を

天
下
の

中

と
す
る
だ
け
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
時
間
に
お
い
て
も

時
中

の
旨
を
観
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…

わ
れ
わ
れ
は
、
今
年
の
青
春
を
歴
史
の
中
点
と
定
む
べ
き
で
あ
）

（
る
。
と
述
べ
る
。
中
国

は

中
華

で
あ
り
、
空
間
的
に

中

を
占
め
て
き
た
。
李
大
釗
は

中
国

は
時
間
的
に
も

中

に
あ
り
、
再
生
復
活

を
期
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な

中
華

や

中

の
解
釈
は
茅
原
崋
山
に
は
な
く
、
李
大
釗
の
独
創
的
な
部
分
で
あ
ろ
う
。

　

青
春

に
は
長
ら
く
研
究
者
を
悩
ま
せ
続
け
て
い
た
難
問
が
あ
っ
た
。
文
中
に
出
て
く
る
拉
凱
爾
と
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
原
典
中
国
近
代
思
想
史
（
岩
波
書
店
）
で
李
大
釗
の

青
春

を
翻
訳
し
た
丸
山
松
幸
も
拉
凱
爾
を
ラ
カ
イ
ル
と
ル
ビ
を
ふ

る
も
の
の

未
詳

と
し
て
お
）

（
り
、
そ
の
後
そ
の
改
訳
を
し
た
坂
元
ひ
ろ
子
も

未
詳

の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
）

（
る
。
中
国
で
も
同
様

で
あ
り
、
最
新
の

李
大
釗
全
集
（
二
〇
一
三
年
）
で
も

不
詳

の
ま
ま
で
あ
）

（
り
、
ま
た
李
継
華

新
版

李
大
釗
全
集

疏

証
（
二
〇
一
一
年
）
で
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
）

（
た
。
青
春

は
現
代
中
国
の
青
少
年
の
馴
染
み
の
文
章
で
あ
り
、
し
か
も

拉
凱
爾
が
発
し
た
と
さ
れ
る

青
春
を
長
し
え
に
保
つ
こ
と
は
人
生
無
上
の
幸
福
で
あ
る
。
汝
も
し
こ
の
幸
福
を
享
受
せ
ん
と
欲
せ

ば
、
青
年
の
う
ち
に
死
す
べ
き
で
あ
る

は
中
国
で
は
人
口
に
膾
炙
し
た
名
言
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
発
話
者
の
拉
凱

爾
と
は
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
王
憲
明
ら
は

拉
凱
爾
特
説
，
長
久
保
持
青
春
，
是
人
生

最
高
的
天
福
。
欲
享
受
這
様
的
天
福
，
就
要
死
於
少
年
之
中
。
の
文
言
が
、
竹
越
与
三
）

（
郎

惜
春
雑
話
（
一
九
一
二
年
）
の
一
節

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
）

（
た
。
そ
こ
か
ら
拉
凱
爾
が
ド
イ
ツ
人
詩
人
、
文
学
者
で
あ
るFriedrich Rückert

（
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
）

（
た
。
竹
越
与
三
郎
はRückert

に
対
し
て
ラ
ッ
ケ
ル
ト
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
拉
凱
爾
と
中
国
語
で
音
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
該
当
箇
所
を
示
す
。
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惜
春
雑
話

三
、
凡
て
の
人
は
失
楽
園
を
有
す

ラ
ッ
ケ
ル
ト
の
言
に

青
春
を
長
へ
に
保
つ
は
人
生
最
高
の
天
福
で
あ
る
。
此
天
福
を
享
受
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
汝
は
少
年
の
中
に
死

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

と
言
つ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
昔
し
西
行
法
師
が

願
は
く
ば
花
の
も
と
に
て
春
死
な
ん

と
歌
つ
た
の
と
異
心

同
意
で
あ
る
。
但
し
青
春
一
度
之
い
て
又
還
ら
ず
。
青
春
の
楽
し
み
を
保
た
ん
と
欲
す
れ
ば
青
春
の
中
に
死
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云

ふ
と
は
、
一
通
り
の
道
理
で
あ
る
が
、
然
な
が
ら
尚
ほ
言
ひ
到
ら
ぬ
所
が
あ
る
。
余
は
青
春
の
中
に
死
せ
ざ
る
も
、
尚
ほ
青
春
の
楽

し
み
を
保
つ
所
以
の
途
を
語
り
た
い
と
思
）

（
ふ
。

李
大
釗

青
春

拉
凱
爾
は

青
春
を
長
し
え
に
保
つ
こ
と
は
人
生
無
上
の
幸
福
で
あ
る
。
汝
も
し
こ
の
幸
福
を
享
受
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
青
年
の
う
ち

に
死
す
べ
き
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
。
私
が
わ
が
親
愛
な
る
青
年
に
望
む
の
は
、
青
春
に
生
き
青
春
に
死
す
る
こ
と
、
少
年
に
生

き
、
少
年
に
死
す
る
こ
と
で
あ
）

（
る
。

　

両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
李
大
釗
は
当
該
箇
所
か
ら
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
名
言
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
惜
春
雑

話

で
は
西
行
法
師
の
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
人
読
者
に
は
不
要
で
あ
る
と
し
て
、
李
大
釗
は
削
除
し
て
い
る
。
リ
ッ
ケ

ル
ト
の
名
言
は
当
時
の
日
本
で
有
名
な
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
調
査
で
き
て
い
な
い
。
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
詩

の
題
目
はErinnerung

（
記
憶
、
一
八
三
三
年
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
惜
春
雑
話
（
一
九
一
二
年
）
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
竹
越
与
三
郎
に
と
っ
て
理
想
に
燃
え
る
前
途
有
望

な
若
者
を
教
育
す
る
こ
と
は
、
彼
の
情
熱
を
か
き
た
て
る
営
為
で
あ
っ
た
。
惜
春
雑
話

は
、
竹
越
与
三
郎
が
感
激
を
こ
め
て
青

春
を
回
想
し
、
知
人
友
人
の
得
が
た
き
を
述
べ
た
青
春
賛
歌
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
彼
の
含
蓄
あ
る
青
年
論
、
幸
福
論
や
友
情
論
が
披

露
さ
れ
て
い
）

（
る
。
竹
越
与
三
郎
は
今
日
あ
ま
り
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
か
つ
て
哲
学
者
林
達
夫
が
竹
越
与
三
郎
の

惜

春
雑
話

を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。
林
達
夫
に
よ
れ
ば
、
竹
越
が
福
澤
諭
吉
精
神
の
彼
な
り
の
体
現
者
＝
実
行
者

で
あ
り
、
ま
た
陸
奥
宗
光
に
深
く
傾
斜
し
た
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
志
し
た
垢
抜
け
の
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
一
種
の
バ
タ
臭
さ
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に
つ
つ
ま
れ
た
貴
族
的
＝
平
民
的
、
エ
リ
ー
ト
的
＝
大
衆
的
な
面
に
親
近
感
を
感
じ
た
と
い
）

（
う
。

　

惜
春
雑
話

の
章
立
て
を
み
る
と
冒
頭
に

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

が
置
か
れ
、
二
、
人
生
は
美
術
な
り
、
三
、
凡
て
の

人
は
失
楽
園
を
有
す

と
続
き
、
七
〜
九
が

英
雄
時
代
（
一
）
〜
（
三
）
で
あ
り
、
十
八
、
選
民
主
義

で
終
わ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
こ
の

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

に
李
大
釗
は
着
目
し
、
青
春

の
叙
述
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま

た

惜
春
雑
話

に
は
付
録
と
し
て

北
京
消
息
（
読
売
新
聞

明
治
四
〇
年
十
一
月
二
九
日
の
記
事
、
慶
親
王
、
張
之
洞
、
袁

世
凱
、
粛
親
王
ら
清
朝
大
官
と
の
対
話
が
当
時
、
評
判
を
呼
ん
だ
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
李
大
釗
の
興
味
を
引
い
た
可
能
性
も
あ

る
。

　

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
名
言
に
関
し
て
は

三
、
凡
て
の
人
は
失
楽
園
を
有
す

か
ら
の
引
用
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

か
ら
の
引
用
が
数
か
所
確
認
で
き
る
。
以
下
で
、
惜
春
雑
話

と

青
春

の
対
応
箇
所
を
列
記
す

る
。惜

春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

余
の
今
日
主
義
。
…
…
蓋
し
我
が
生
は
カ
ー
ラ
イ
ル
の
云
へ
る
が
如
く
、
時
間
に
執
ら
れ
た
る

無
限

に
過
ぎ
ぬ
、
無
限
が
我
と

な
り
て
現
れ
た
る
は
、
現
在
の
た
め
で
あ
る
。
我
苟
く
も
現
在
を
了
す
れ
ば
、
即
ち
無
限
を
了
す
る
も
の
で
あ
）

（
る
。

李
大
釗

青
春

青
年
の
安
心
立
命
す
る
と
こ
ろ
は
、
今
日
主
義
に
従
っ
て
進
む
こ
と
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
生
は
、
ま
こ
と
に
カ
ー
ラ
イ
ル
の
い
う

ご
と
く
、
時
間
に
執
ら
れ
た
無
限
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
無
限
が
現
れ
て
我
と
な
る
の
は
、
現
在
の
た
め
で
あ
り
、
過
去
や
将
来
の
た

め
で
は
な
い
。
も
し
現
在
が
終
わ
れ
ば
、
無
限
を
終
え
る
こ
と
に
な
）

（
る
。

　

李
大
釗
の
使
っ
て
い
る

今
日
主
義

は
現
代
中
国
語
と
し
て
は
分
か
り
づ
ら
い
言
葉
で
あ
る
。
じ
つ
は
竹
越
与
三
郎
の
原
文
に

今
日
主
義

が
あ
り
、
今
日
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
李
大
釗
は
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

バ
イ
ロ
ン
が
放
浪
の
生
を
営
む
や
、
時
人
、
之
を
攻
め
て
必
ず
、
来
世
に
於
て
地
獄
の
苦
あ
る
べ
し
と
論
じ
た
る
に
、
バ
イ
ロ
ン
之

に
答
え
て
、
基
督
教
徒
は
前
世
に
於
て
自
か
ら
苦
し
て
、
来
世
に
幸
福
を
得
ん
と
欲
し
、
非
基
督
教
徒
は
現
世
に
於
て
自
ら
逸
楽
し

て
、
来
世
に
お
い
て
苦
痛
を
辞
せ
ざ
ら
ん
と
す
る
も
の
で
、
唯
苦
楽
の
前
後
あ
る
の
み
に
し
て
、
其
分
量
に
は
差
異
あ
る
も
の
に
あ

ら
ず
と
云
つ
た
。
言
、
矯
激
に
過
ぐ
る
と
雖
も
ま
た
多
く
の
真
理
を
含
ん
で
居
る
。
余
は
先
見
、
用
意
、
預
備
の
名
の
下
に
於
て
青

年
を
苦
し
め
、
積
む
能
は
ざ
る
黄
金
を
積
ま
ん
と
し
て
老
へ
し
め
、
或
は
積
む
こ
と
を
能
く
す
る
も
、
使
用
す
る
能
は
ざ
る
黄
金
の

た
め
に
、
春
を
過
さ
し
め
ん
と
す
る
も
の
が
、
此
語
を
味
は
ん
こ
と
を
希
ふ
も
の
で
あ
る
。
青
年
に
し
て
富
を
軽
ん
ず
れ
ば
、
老
後

多
く
は
寂
涼
寒
冷
な
ら
ん
。
然
し
な
が
ら
黄
金
は
積
み
得
た
れ
ど
も
、
之
を
用
ゆ
る
能
わ
ず
。
用
ゆ
る
能
は
ざ
る
黄
金
の
た
め
に
、

青
春
を
空
に
過
ご
し
、
而
し
て
其
遺
産
を
襲
ぎ
し
子
孫
却
て
之
が
た
め
に
精
神
的
の
不
幸
を
受
く
る
に
比
し
て
、
孰
れ
か
果
し
て

幸
）

（
ぞ
。

李
大
釗

青
春

詩
人
バ
イ
ロ
ン
は
放
浪
不
羈
を
し
て
、
時
人
か
ら
来
世
で
か
な
ら
ず
地
獄
の
苦
し
み
を
受
け
る
と
言
わ
れ
た
。
バ
イ
ロ
ン
は
こ
れ
に

答
え
て

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
現
世
で
み
ず
か
ら
を
苦
し
め
て
、
来
世
で
の
幸
福
を
願
う
が
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
現
世
で
気
ま
ま

に
楽
し
み
を
つ
く
し
、
来
世
の
苦
し
み
を
恐
れ
な
い
。
両
者
を
比
べ
る
と
、
前
後
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
苦
し
み
の
量
に
差
は
な
い

と
答
え
て
い
る
。
バ
イ
ロ
ン
の
言
葉
は
も
と
よ
り
矯
激
に
過
ぎ
る
が
、
ま
た
風
刺
を
こ
め
て
い
る
。
私
の
み
る
と
こ
ろ
、
現
世
に
は

現
世
の
楽
し
み
が
あ
り
、
来
世
に
は
来
世
の
楽
し
み
が
あ
る
、
現
世
に
は
現
世
の
青
春
が
あ
り
、
来
世
に
は
来
世
の
青
春
が
あ
る
。

来
世
の
楽
し
み
と
青
春
を
こ
い
願
う
あ
ま
り
、
わ
が
現
世
の
楽
し
み
と
青
春
を
犠
牲
に
す
る
の
は
も
と
よ
り
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。
現
世
の
楽
し
み
と
青
春
を
む
さ
ぼ
る
た
め
に
、
わ
が
来
世
の
楽
し
み
と
青
春
を
棄
て
去
る
こ
と
も
ま
た
な
す
べ
き
で
は
な
）

（
い
。

　

こ
の
箇
所
は
、
長
文
の
引
用
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
竹
越
与
三
郎
が
バ
イ
ロ
ン
の
言
を
引
き
、
そ
れ
に
同
意
し
、
敷
衍
し
な
が

ら
自
ら
の
見
解
を
述
べ
た
部
分
を
李
大
釗
が
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

エ
マ
ー
ソ
ン
は

汝
若
し
千
古
を
愛
せ
ば
現
在
を
利
用
せ
よ
。
昨
日
は
呼
び
返
す
能
わ
ず
。
明
日
は
確
実
な
ら
ず
。
汝
が
確
実
に
把

握
す
る
も
の
は
今
日
の
み
。
今
晩
の
一
日
は
明
天
の
二
日
に
当
る
。
と
云
つ
て
居
る
が
、
余
は
此
趣
意
に
よ
り
て
、
今
日
主
義
を

唱
へ
、
此
趣
意
に
よ
り
て
、
青
春
を
失
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
勧
む
る
も
の
で
あ
）

（
る
。

李
大
釗

青
春

エ
マ
ー
ソ
ン
は
曰
く
、
汝
も
し
千
古
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
現
在
を
利
用
せ
よ
。
昨
日
は
呼
び
返
す
こ
と
は
で
き
ず
、
明
日
は
な
お

確
実
で
は
な
い
。
汝
が
確
実
に
把
握
で
き
て
い
る
の
は
今
日
だ
け
で
あ
る
。
今
日
の
一
日
は
明
日
の
二
日
に
値
す
る

と
。
こ
れ
は

わ
れ
わ
れ
の
深
省
を
促
す
言
葉
で
あ
る
。
け
だ
し
現
在
は
、
わ
れ
わ
れ
の
青
春
中
の
青
春
な
の
で
あ
る
。
青
春
と
と
も
に
あ
る
な
ら

ば
、
た
と
い
砂
漠
の
地
に
移
ろ
う
と
も
、
何
の
憂
い
が
あ
ろ
う
）

（
か
。

惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

の
最
末
尾
。

人
よ
ろ
し
く
生
を
楽
し
む
べ
し
で
あ
る
。
殊
に
青
春
の
時
を
惜
し
む
べ
し
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
モ
ム
ゼ
ン
は
、
シ
ー
ザ
ー
を

評
し
て
、
彼
は

青
春
の
杯
よ
り
人
生
の
水
を
飲
み
、
泡
も
淀
味
も
共
に
飲
み
乾
し
た

と
云
つ
た
。
嗚
呼
、
我
青
年
よ
、
人
生
を

愛
せ
よ
、
人
生
を
楽
し
め
よ
、
青
春
を
惜
し
め
よ
。
而
し
て
夜
光
の
杯
よ
り
、
人
生
の
泉
を
一
口
に
飲
み
乾
せ
）

（
よ
。Love life, 

D
rink deep from

 the crystal spring.

李
大
釗

青
春

ド
イ
ツ
の
歴
史
家
モ
ム
ゼ
ン
氏
は
シ
ー
ザ
ー
を
評
し
て

彼
は
青
春
の
杯
か
ら
人
生
の
水
を
飲
み
、
泡
ま
で
も
飲
み
ほ
し
た

と

い
っ
た
。
私
は
わ
が
親
愛
な
る
青
年
に
望
む
の
は
、
こ
の
夜
光
の
杯
を
挙
げ
て
人
生
の
甘
露
を
一
息
に
飲
み
ほ
す
こ
と
で
あ
）

（
る
。

　

惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

の
最
末
尾
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
部
分
で
あ
る
。
李
大
釗

青
春

で
は
そ
の
ま
ま
引
用

し
、
惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

の
趣
旨
に
賛
意
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
直
後
に

荘
子

の
一
節
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を
引
用
し
、
青
春
の
道

を
邁
進
し
、
無
窮
の
生

を
楽
し
む
よ
う
訴
え
か
け
て

青
春

を
終
え
て
い
る
。

　

以
上
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
バ
イ
ロ
ン
、
モ
ン
ゼ
ン
の
名
言
を
手
が
か
り
に
し
て

惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む

べ
し

と

青
春

を
対
照
し
、
調
査
し
て
み
た
。
李
大
釗
が

惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

か
ら
写
し
た
箇
所
は
こ

れ
ら
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
以
上
の
例
か
ら
分
か
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
青
春

は

惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

の
末
尾
の
結
論
部
分
の

丸
写
し

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
李

大
釗
が

青
春

の
中
で
言
及
し
た
カ
ー
ラ
イ
ル
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
バ
イ
ロ
ン
、
モ
ン
ゼ
ン
ら
の
箴
言
は
、
彼
ら
西
洋
の
文
学
者
、

思
想
家
の
原
書
を
博
覧
し
て
引
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
竹
越
与
三
郎
が
引
用
し
た
字
句
を

転
用

し
て
い
る
。
西
洋
人
の
文
言

に
つ
い
て
は
洋
書
原
典
か
ら
で
は
な
く

再
引
用

が
よ
く
見
ら
れ
る
。
欧
米
の
著
名
人
の
名
言
を
引
用
し
な
が
ら
、
自
説
を
補
強

す
る
文
章
ス
タ
イ
ル
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
竹
越
与
三
郎
な
ど
当
時
の
日
本
の
知
識
人
た
ち
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
引

き
継
い
だ
李
大
釗
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
惜
春
雑
話

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

の
論
旨
（
と
く
に
結
論
部
分
）
が
そ
の
ま
ま
李
大
釗

青
春

に
投
影
さ
れ

て
い
る
。
今
日
主
義

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

青
春
惜
し
む
べ
し

の
竹
越
与
三
郎
の
趣
旨
に
李
大
釗
が
賛
同
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
断
片
的
な
文
言
を
引
き
写
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

惜
春
雑
話

は
竹
越
与
三
郎
が
青
年
た
ち
に
与
え
た
激
で
あ
っ
た
。
一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

は

人
は
人
生
の
短
さ
を
歎
ず

れ
ど
も
、
余
は
春
の
短
さ
を
嘆
じ
、
人
は
死
の
至
る
を
恐
る
れ
ど
も
、
余
は
老
の
至
ら
ん
こ
と
を
恐
る

か
ら
語
り
始
め
、
最
後
は

嗚
呼
我
が
青
年
よ
、
人
生
を
愛
せ
よ
、
人
生
を
楽
し
め
よ
、
青
春
を
惜
し
め
よ
、
而
し
て
夜
光
の
杯
よ
り
、
人
生
の
泉
を
一
口
に

飲
み
乾
せ
よ

で
終
わ
る
。
当
時
の
文
芸
誌
で
は
、
一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

に
つ
い
て
、
華
や
か
な
青
春
の
賦
を
繰
返
し
て
居

る
。
其
の
流
れ
る
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
は
、
血
に
熱
し
、
瞳
輝
く
青
年
の
胸
を
そ
ゝ
り
、
気
を
浮
き
立
た
せ
、
歌
ひ
、
且
つ
舞
は

し
む
る
魔
酒
の
力
が
強
く
忍
ん
で
居
）

（
る
。
と
評
さ
れ
て
い
た
。
李
大
釗
が
竹
越
与
三
郎
の

一
、
青
春
惜
し
む
べ
し

に
魅
了
さ

れ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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青
春

を
一
読
し
て
見
て
取
れ
る
の
は
、
そ
の
古
め
か
し
い
玄
学
的
な
文
体
と
と
も
に
中
国
伝
統
思
想
と
の
親
和
性
で
あ
る
。

青
春

で
提
示
さ
れ
る
生
死
観
に
つ
い
て
は
中
国
伝
統
思
想
と
の
連
続
性
を
は
っ
き
り
と
指
摘
で
き
）

（
る
。
ま
ず

青
春

に
お
け

る

青
春
の
進
程
（
李
大
釗
は

相
対

で
あ
る
と
い
う
）
と

無
限
の
青
春
（
李
大
釗
は

絶
対

で
あ
る
と
い
う
）
の
二
つ

の
用
語
法
に
着
目
し
た
い
。

　

青
春

に
お
い
て
、
生
死
は
輪
廻
循
環
す
る

相
対

的
変
化
の
一
環
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
李
大
釗
の
い
う

青
春
の
進
程

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
死
を

相
対

化
す
る
考
え
は
、
明
ら
か
に
中
国
思
想
の
一
つ
の
伝
統
を
な
し
て
い

る
。
李
大
釗
は

荘
子

逍
遥
遊
の

朝
菌
﹇
き
の
こ
﹈
は
晦
朔
﹇
朝
夕
﹈
を
知
ら
ず
、

蛄
﹇
せ
み
﹈
は
春
秋
を
知
ら
ず

小

知
は
大
知
に
及
ば
ず
、
天
寿
の
短
き
は
長
き
に
及
ば
ぬ

を
引
用
し
て
い
る
。
朝
夕
や
春
秋
は
は
た
し
て
有
で
あ
る
か
。
朝
菌
﹇
き

の
こ
﹈
や

蛄
だ
け
が
知
ら
な
い
だ
け
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
か
の
い
く
た
び
か
の
晦
朔
﹇
朝
夕
﹈
や

春
秋

を
経
た
生
物
は
そ
れ

を
知
っ
て
い
る
の
か
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
晦
朔
﹇
朝
夕
﹈
や

春
秋

を
有
と
も
無
と
も
端
的
に
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
宇

宙
の
生
命
よ
り
短
い
生
命
し
か
持
ち
え
な
い
わ
れ
わ
れ
は
宇
宙
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と
述
べ
）

（
る
。
荘

子

の

相
対

的
死
生
観
は
李
大
釗
の
発
想
に
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
こ
う
し
た

相
対

的
な
循
環
変
化
に
対
し
て

絶
対

の
レ
ベ
ル
を

無
限
の
青
春

と
規
定
す
る
李
大
釗
の
思
考
に
つ

い
て
、
林
文
孝
は
二
つ
の
点
で
伝
統
的
発
想
に
由
来
す
る
と
考
え
）

（
る
。
一
つ
は
、
世
界
を

生
生

の
原
理
が
貫
く
と
見
る
発
想
で

あ
る
。
李
大
釗
自
身
は
明
記
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
朱
子
学
的
思
考
と
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
。
じ
つ
は
李
大
釗
の

青
春

の

論
理
を
伝
統
中
国
思
想
の

生
生

の
原
理
か
ら
読
み
解
く
こ
と
は
、
中
国
で
の
李
大
釗
研
究
に
お
い
て
よ
く
み
ら
れ
る
分
析
で

あ
）

（
る
。
す
な
わ
ち
生
生
の
徳
と
し
て
の
仁
は
義
・
礼
・
智
と
並
ん
で
四
徳
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
四
徳
を
包
括
す
る
も

の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
季
節
に
お
い
て
は
春
が
仁
と
対
応
す
る
。
春
は
四
季
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
生
の
根
源
性
に
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お
い
て
す
べ
て
の
季
節
を
貫
い
て
い
る
と
の
発
想
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
は
、
相
対

的
変
化
と

絶
対

的
不
変
と
を
不
可
分
一
体
と
見
な
す
思
考
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
李
大
釗

自
身
、
伝
統
思
想
に
依
拠
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
周
易

の
書
名
の

周

を
王
朝
名
で
は
な
く
常
住
の
意
味
で

あ
る
と
し
て
、
変
易
を
意
味
す
る

易

と
対
置
さ
せ
る
。
こ
の
解
釈
の
先
例
と
し
て
金
聖
嘆
の

序
離
騒
経

を
引
い
て
い
る
。

金
聖
嘆
は

周
と
は
、
そ
の
体
を
指
し
て
い
い
、
易
と
は
、
そ
の
用
を
指
し
て
い
う
。
客
観
に
つ
い
て
の
み
い
え
ば
、
周
と
は
永

遠
、
易
と
は
変
化
の
意
で
あ
り
、
客
観
、
主
体
の
両
側
面
を
含
め
て
い
え
ば
、
周
と
は
聖
人
の
能
事
、
易
と
は
三
千
世
界
の
変
化
を

い
う
。
と
説
明
し
て
い
）

（
る
。

　

さ
ら
に
李
大
釗
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
同
と
異
を
論
じ
て

異
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
肝
も
胆
も
蘇
を
越
ほ
ど
に
違
う
、
同
の
観

点
か
ら
見
れ
ば
、
万
物
も
み
な
一
つ
で
あ
る
（
荘
子

徳
充
符
）
と
い
い
、
蘇
軾
は
変
と
不
変
を
論
じ
て
、
変
の
観
点
か
ら
見

れ
ば
天
地
も
一
瞬
た
り
と
も
そ
の
ま
ま
で
は
あ
り
え
な
い
。
不
変
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
物
も
人
も
み
な
無
窮
で
あ
る
（
蘇
軾

赤
壁
賦
）
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
変
と
は
青
春
の
進
程
で
あ
り
、
不
変
と
は
無
限
の
青
春
で
あ
る
。
異
な
と
は
青
春
の
進

程
で
あ
り
、
同
と
は
無
限
の
青
春
で
あ
る
。
易
と
は
青
春
の
進
程
で
あ
り
、
周
と
は
無
限
の
青
春
で
あ
る
。
有
と
は
青
春
の
進
程
で

あ
り
、
無
と
は
無
限
の
青
春
で
あ
る
。
相
対
と
は
青
春
の
進
程
で
あ
り
、
絶
対
と
は
無
限
の
青
春
で
あ
）

（
る
。
と
い
う
。
こ
の
よ
う

に

青
春

に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
、
生
死
の

相
対

化
と
生
生
の
思
想
の
点
で
中
国
伝
統
思
想
と
李
大
釗
と
の
連
続
性
を

指
摘
で
き
る
。
李
大
釗
独
自
の
観
点
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
は
中
国
の
伝
統
的
な
知
識
人
に
と
っ
て
一
般
的
な
観
点
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
青
春

の
主
張
の
眼
目
は
、
む
し
ろ
歴
史
や
伝
統
の
束
縛
を
脱
し
た
変
革
主
体
と
し
て
の

青
年

の
創
出
に
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
歴
史
や
伝
統
を
継
承
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
い
か
に
向
き
合
う
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
こ
で
李
大
釗
は
歴
史
の
断
絶
を
強
調
す
る
視
点
を
導
入
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
中
華
民
国

の

中

字
を
空
間
的

の
み
な
ら
ず
時
間
的

中
点

と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
は

青
春

を

近
代

的
な
も
の
へ
と
導
く
方
向
性
が
潜
ん
で
い
る
。
そ
れ
は

青
年
中
華

の
復
興
を
願
っ
た
中
国
の
知
識
人
の
危
機
意
識
と
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も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
李
大
釗
が
参
照
し
た
茅
原
崋
山
に
も
竹
越
与
三
郎
に
も
存
在
し
な
い
視

点
な
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
の
分
析
を
通
じ
て

青
春

の
構
造
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。
青
春

の
前
半
部
は
茅
原
崋
山
を
参
照
し
な

が
ら
、
宇
宙
論
、
存
在
論
を
展
開
し
て
い
る
。
後
半
部
は
竹
越
与
三
郎
の

青
春
惜
し
む
べ
し

の

青
春

論
を
参
照
し
、
採
り

入
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
じ
て
、
荘
子

な
ど
の
中
国
の
古
典
を
適
切
に
配
置
し
、
伝
統
思
想
に
依
拠
し
な
が
ら
中
国
人
読
者
に

対
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
、
中
国
人
読
者
に
対
す
る
説
得
力
を
増
す
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
中
国
伝
統
的
な
生
死
観
は
中
国
人
読

者
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
西
洋
や
日
本
か
ら
の
借
り
物
の
知
識
と
い
う
印
象
を
か
な

り
薄
め
て
い
る
。
青
春

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た

宇
宙

論
を
中
心
と
し
た
読
み
込
み
は
や
は
り
妥
当
性
を
欠
く

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

青
春

に
お
け
る

宇
宙
論

を
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
や
経
済
学
の
理
論
的
な
理
解
や
実
践
ま
で
を

含
め
た
彼
の
生
涯
の
思
想
を
貫
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
は
な
お
さ
ら
無
理
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

読
み

が
中
国
以
外
に
も
米

国
や
日
本
の
学
界
に
お
い
て
も
な
さ
れ
た
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
先
駆
者
李
大
釗
を
顕
彰
す
る
ほ
か
に
、
彼
の
思
想
の
一
貫
性

を
強
調
し
た
い
と
い
う
意
図
が
は
た
ら
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

私
と
し
て
は
む
し
ろ
李
大
釗
が
中
国
伝
統
的
な
生
死
観
や

青
春
の
進
展

や

無
限
の
青
春

と
い
っ
た
説
明
に
依
拠
し
な
が

ら
も
、
青
年
中
華

を

中

と
い
う
時
間
軸
の
な
か
に
お
さ
め
、
復
興

を
試
み
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
議
論
は
、
茅

原
崋
山
や
竹
越
与
三
郎
に
は
な
か
っ
た
李
大
釗
の
独
創
的
な
部
分
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
玄
学
的
で
難
解
な
文
体
や
古
め
か

し
い
語
彙
の
多
用
は
二
〇
歳
代
後
半
の
若
者
（
李
大
釗
）
の
気
負
い
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
国
伝
統
思
想
に
し
ば
し
ば

言
及
し
な
が
ら
論
を
展
開
す
る

新
旧
調
和

的
な
発
想
は
李
大
釗
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は

青
春

の
み
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
こ
の
時
期
、
李
大
釗
は

民
彜
与
政
治

な
ど
い
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く
つ
か
の
重
要
な
論
文
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
視
野
に
入
れ
た
李
大
釗
の
初
期
思
想
の
解
明
は
他
日
を
期
し
た
い
。

（

）  

郭
湛
波

近
五
十
年
中
国
思
想
史
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
原
書
は
一
九
三
五
年
）
一
〇
七
頁
。

（

）  

安
藤
彦
太
郎

早
稲
田
大
学
と
中
国
研
究
（
安
藤
彦
太
郎

未
来
に
か
け
る
橋
│
│
早
稲
田
大
学
と
中
国

成
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）

四
〇
頁
。

（

）  

安
藤
彦
太
郎

早
稲
田
で
学
ん
だ
中
国
人
留
学
生
（
安
藤
彦
太
郎

未
来
に
か
け
る
橋
│
│
早
稲
田
大
学
と
中
国

成
文
堂
、
二
〇

〇
二
年
）
一
五
四
頁
。

（

）  

紀
旭
峰

戦
前
期
早
稲
田
大
学
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
の
軌
跡
│
│
中
国
人
と
台
湾
人
留
学
生
の
動
向
を
中
心
に
（
李
成
市
・
劉
傑
編

留
学
生
の
早
稲
田
│
│
近
代
日
本
の
知
の
接
触
空
間

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）
三
〇
〜
三
二
頁
。

（

）  

東
京
の
私
立
大
学
が
中
国
人
留
学
生
の
大
口
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
制
度
的
、
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
高
田
幸

男

明
治
期
東
京
の
中
国
人
留
学
生
諸
相
（
藤
田
直
晴
編

東
京
：
巨
大
空
間
の
諸
相

大
明
堂
、
二
〇
〇
一
年
）、
同

近
代
ア
ジ
ア

の
日
本
留
学
と
明
治
大
学
（
同
編

戦
前
期
ア
ジ
ア
留
学
生
と
明
治
大
学

東
方
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
り
、
早
稲
田
大
学
と
の

比
較
も
行
っ
て
い
る
。

（

）  

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う

中
国
人
日
本
留
学
史
（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
）
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
。

（

）  

日
本
基
督
教
青
年
会
同
盟
が
出
し
て
い
た
雑
誌

開
拓
者

の
記
事

華
人
青
年
会
（
開
拓
者

第
一
巻
第
八
号
、
一
九
〇
六
年
八

月
）
や

清
国
青
年
会
（
開
拓
者

第
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
〇
六
年
十
二
月
）
を
見
る
と
、
宣
教
師
た
ち
の
組
織
運
営
の
様
子
や
聖

書
、
英
語
、
数
学
の
講
座
を
開
く
な
ど
活
発
な
活
動
ぶ
り
が
見
え
る
。

（

）  

渡
辺
祐
子

も
う
ひ
と
つ
の
中
国
人
留
学
生
史
│
│
中
国
人
日
本
留
学
史
に
お
け
る
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
の
位
置
（
明
治
学
院

大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
：
カ
ル
チ
ュ
ー
ル

五
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
〜
一
二
頁
。

（

）  

渡
辺
祐
子

も
う
ひ
と
つ
の
中
国
人
留
学
生
史
│
│
中
国
人
日
本
留
学
史
に
お
け
る
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
の
位
置
（
明
治
学
院

大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
：
カ
ル
チ
ュ
ー
ル

五
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
二
二
頁
。
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
の
関
連
資
料
は
、
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Elm
er L. Anderson Library

（
ア
メ
リ
カ
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
）
が
所
蔵
す
るKauts Fam

ily YM
CA Archivesk

の
中
の
日
本
に
お

け
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ンYM

CA International W
orks in Japan and the Japanese

に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

（

）  
托
爾
斯
泰
主
義
之
綱
領

は
丸
山
松
幸
・
斎
藤
道
彦
編

増
訂　

李
大
釗
文
献
目
録
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
た

も
の
（
同
八
二
〜
八
四
頁
）
を
参
照
し
た
。
托
爾
斯
泰
主
義
之
綱
領

は
中
里
弥
之
助
（
介
山
）
の

ト
ル
ス
ト
イ
言
行
録

の
増
補

版
（
明
治
三
九
年
一
一
月
、
内
外
出
版
協
会
）
に
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
李
大
釗
が
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
大
釗
全

集

に
も
李
継
華
他
編
注

李
大
釗
軼
文
輯
注
与
研
究
（
綫
装
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（

）  

ト
ル
ス
ト
イ
ズ
ム
綱
領

が
中
里
介
山
の
編
著
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
斎
藤
道
彦

李
大
釗
の
思
想
・
一

九
一
八
年
後
半
期
（
科
学
と
思
想

第
十
一
号
、
一
九
七
四
年
）
で
あ
る
。

（

）  

里
井
彦
七
郎

近
代
中
国
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
そ
の
思
想
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
三
九
七
〜
三
九
八
頁
。

（

）  

森
正
夫

李
大
釗
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
七
八
頁
。

（

）  

入
戸
野
良
行

中
里
介
山
と
李
大
釗
│
│
李
大
釗
研
究
ノ
ー
ト
・
そ
の
一
（
中
国
農
民
戦
争
史
研
究

第
四
号
、
一
九
七
四
年
）
二

十
九
頁
。
続
編
で
あ
る
入
戸
野
良
行

李
大
釗
と

ト
ル
ス
ト
イ
ズ
ム

│
│
李
大
釗
研
究
ノ
ー
ト
・
そ
の
二
（
春
駿
台
史
学

第
四

六
号
、
一
九
七
九
年
）
も
あ
る
。
中
国
の
知
識
人
に
対
す
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
に
つ
い
て
は
日
本
経
由
の
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
日

本
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト
イ
理
解
に
つ
い
て
も
未
解
明
な
点
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
（
柳
富
子

ト
ル
ス
ト
イ
と
日
本

早
稲
田
大
学

出
版
部
、
一
九
九
八
年
）。

（

）  

張
耀
杰

新
青
年

輪
値
編
輯
的
歴
史
真
相
（
同

北
大
教
授
与

新
青
年

新
星
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（

）  

朱
文
通

也
談
陳
独
秀
認
識
李
大
釗
的
時
間
（
近
代
史
研
究

一
九
九
二
年
第
二
期
）
二
六
七
頁
。

（

）  

朱
成
甲

李
大
釗
伝
（
上
）（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
四
五
二
頁
。

（

）  

Ｂ
・
Ｉ
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
（
石
川
忠
雄
・
小
田
英
郎
訳
）
中
国
共
産
党
史
（
慶
應
通
信
、
一
九
六
四
年
）。

（

）  

Ｍ
・
メ
イ
ス
ナ
ー
（
丸
山
松
幸
・
上
田
恵
司
訳
）
中
国
マ
ル
ク
ス
主
義
の
源
流
（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）。

（

）  

丸
山
松
幸

李
大
釗
の
思
想
と
そ
の
背
景
（
歴
史
評
論

第
八
七
号
、
一
九
五
七
年
）。

（

）  

郭
湛
波

近
五
十
年
中
国
思
想
史
（
龍
門
書
店
、
一
九
三
五
年
）。

（

）  

近
藤
邦
康

民
国
と
李
大
釗
の
位
置
（
思
想

四
七
七
号
、
一
九
六
四
年
）。
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（

）  

後
藤
延
子

李
大
釗
に
お
け
る

世
界
史

の
発
見
│
│

青
春

今

の
哲
学
（
歴
史
評
論

三
一
〇
号
、
一
九
七
六
年
二

月
）
三
二
頁
。

（

）  

松
尾
尊
允
は

私
見
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
都
市
だ
け
で
は
な
く
農
村
に
、
そ
し
て
社
会
の
最
底
辺
た
る
被
差
別
部
落
へ
と

根
を
ひ
ろ
げ
た
、
か
な
ら
ず
し
も
イ
ン
テ
リ
と
は
い
え
ぬ
広
範
な
勤
労
民
衆
の
自
覚
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
あ
っ
た

と
規
定
す
る
（
松

尾
尊
允

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
（
原
書
は
一
九
七
四
年
）
ⅳ
頁
）。

（

）  
洪
水
以
後

に
つ
い
て
は
、
茅
原
健

民
本
主
義
の
論
客　

茅
原
崋
山
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
の
第
五
章

洪
水
以
後

と

日
本
評
論

に
説
明
が
あ
る
。
第
三
帝
国

の
内
紛
に
よ
っ
て
追
わ
れ
た
茅
原
崋
山
が

超
東
西
思
想
の
宣
伝
│
│
生
活
を
基
礎

と
し
て
国
粋
の
創
造

と
銘
打
っ
て
一
九
一
六
年
一
月
一
日
に
創
刊
し
た
。
英
雄
政
治

英
雄
主
義

の
主
張
で
も
知
ら
れ
る
。

（

）  

洪
水
以
後
（
創
刊
号
、
大
正
五
年
一
月
一
日
）
の

悲
壮
な
る
精
神

に
は
孫
文
の
題
字

独
開
生
面

が
差
し
込
ま
れ
て
お
り

（
茅
原
崋
山
主
編

洪
水
以
後
（
全
一
巻
）（
不
二
出
版
、
一
九
八
四
年
、
復
刻
版
）
一
四
頁
）、
ま
た
同
号
に
は
戴
季
陶
の
論
説

孫
逸

仙
論

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）  

悲
壮
な
る
精
神

は
茅
原
崋
山

新
英
雄
主
義
（
新
潮
社
、
一
九
一
六
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
李
大
釗
が
こ
ち
ら
を
参
照
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

（

）  

石
川
禎
浩

東
西
文
明
論
と
日
中
の
論
壇
（
古
屋
哲
夫
編

近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
四

年
）
四
〇
八
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
三
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
三
頁
。

（

）  

李
大
釗
（
丸
山
松
幸
訳
）
青
春
（
西
順
蔵
編

原
典
中
国
近
代
思
想
史

第
四
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
一
四
八
頁
。

（

）  

李
大
釗
（
坂
元
ひ
ろ
子
改
訳
）
青
春
（
坂
元
ひ
ろ
子
編

新
編　

原
典
中
国
近
代
思
想
史　

四
│
│
五
四
新
文
化
運
動

岩
波
書

店
、
二
〇
一
〇
年
）
八
一
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
二
六
頁
。

（

）  

李
継
華

青
春

疏
証
（
同

新
版

李
大
釗
全
集

疏
証

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
八
五
〜
八
九
頁
。

（

）  

竹
越
与
三
郎
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
〇
）、
明
治
〜
昭
和
期
の
史
論
家
、
政
治
家
。
号
は
竹
越
三
叉(

さ
ん
さ)

。
同
人
社
、
慶
応
義
塾

に
学
び
、
明
治
一
六
年

時
事
新
報

に
入
社
。
の
ち

基
督
教
新
聞

大
阪
公
論
新
聞

を
経
て
、
二
三
年
徳
富
蘇
峰
の

国
民
新
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聞

発
刊
に
参
加
、
民
友
社
の
同
人
と
し
て
も
活
躍
。
史
書

新
日
本
史

(

二
四
・
二
五
年)

、
二
千
五
百
年
史

(

二
九
年)

を
刊
行

し
、
啓
蒙
的
立
場
か
ら
文
明
史
観
の
史
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
政
界
に
転
じ
た
。

（

）  

王
憲
明
・
胡
慶
祝

李
大
釗
思
想
文
本
研
究
（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
三
一
頁
。

（

）  
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト(Friedrich Rückert 

一
七
八
八
〜
一
八
六
六)

は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
、
東
洋
学
者
。
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ

ル
ク
大
学
で
法
律
お
よ
び
言
語
学
を
学
び
、
の
ち
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
東
洋
語
教
授
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
。
解
放
戦
争
（
ナ
ポ
レ
オ
ン

戦
争
）
の
頃
、
愛
国
詩
を
書
き
始
め
文
才
に
ま
か
せ
て
多
作
し
た
。
流
麗
典
雅
な
形
式
に
深
い
感
銘
の
こ
も
っ
た
秀
作
も
少
な
く
な
い
。

こ
と
に
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ビ
ア
、
ペ
ル
シ
ャ
等
の
東
洋
文
学
の
翻
訳
者
、
模
作
者
と
し
て
は
当
代
随
一
の
力
量
を
示
し
た
と
さ
れ
る
。

（

）  

竹
越
與
三
郎

惜
春
雑
話
（
二
酉
社
、
一
九
一
二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
六
〇
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
七
頁
。

（

）  

西
田
毅

竹
越
与
三
郎
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
二
六
頁
。

（

）  

林
達
夫
＋
久
野
収

思
想
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
、
原
書
は
一
九
七
四
年
）
四
〇
六
頁
。

（

）  

竹
越
與
三
郎

惜
春
雑
話
（
二
酉
社
、
一
九
一
二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
二
五
〜
二
六
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
六
頁
。

（

）  

竹
越
與
三
郎

惜
春
雑
話
（
二
酉
社
、
一
九
一
二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
二
七
〜
二
八
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
六
頁
。

（

）  

竹
越
與
三
郎

惜
春
雑
話
（
二
酉
社
、
一
九
一
二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
二
六
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
六
頁
。

（

）  

竹
越
與
三
郎

惜
春
雑
話
（
二
酉
社
、
一
九
一
二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
二
九
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
七
〜
三
一
八
頁
。

（

）  

千
葉
亀
雄

竹
越
三
叉
氏
の

惜
春
雑
話

（
文
章
世
界

一
九
一
一
年
十
一
月
一
日
の

新
著
四
種

欄
）
六
七
頁
。

（

）  

林
文
孝

李
大
釗

青
春

に
見
る
伝
統
的
死
生
観
と
そ
の
変
容
（
山
口
大
学
人
文
学
部
異
文
化
交
流
研
究
施
設
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー

第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
一
七
頁
。
林
文
孝
は
明
清
思
想
の
研
究
者
で
あ
り
、
李
大
釗
に
対
す
る
書
誌
的
な
先
入
観
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
、
逆
に
す
ぐ
れ
た
示
唆
が
多
い
。
林
文
孝
の
指
摘
は
、
中
国
人
読
者
が
こ
の

青
春

を
読
ん
だ
時
の
印
象
に
近

い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
〇
八
頁
。

（

）  

林
文
孝

李
大
釗

青
春

に
見
る
伝
統
的
死
生
観
と
そ
の
変
容
（
山
口
大
学
人
文
学
部
異
文
化
交
流
研
究
施
設
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー

第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
一
八
頁
。

（

）  
伝
統
中
国
思
想
に
お
け
る

生
生

の
原
理
に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
現
在
で
も
最
も
通
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
島
田
虔
次
の
説
明

を
引
用
し
て
お
く
。

易
経

に

天
地
ノ
大
徳
ヲ
世
ト
言
ウ

生
生
コ
レ
ヲ
易
ト
言
ウ
（
繋
辞
伝
）
な
ど
の
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
こ

の

生

生
生

と
い
う
こ
と
ば
こ
そ
、
程
明
道
﹇
程
顥　

一
〇
三
二
〜
一
〇
八
五
﹈
の
思
想
の
根
底
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
す
。
生
生

と
い
う

生

は
生
き
る
、
つ
ま
り
生
命
と
い
う
意
味
と
、
生
む
、
つ
ま
り
生
産
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
統
一
的
に
含
ん
で
い
る
。
…
…

天
地
の
徳
は
生
、
生
生
、
で
あ
り
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち

道

で
あ
る
。
易
経
（
繋
辞
伝
）
に

天
地

縕
シ
テ
、
天
地
化
醇
ス

と

い
う
と
お
り
、
天
地
陰
陽
の
気
は
一
瞬
の
断
絶
も
な
く
、

縕
と
し
て
集
散
し
、
万
物
は
化
醇
、
す
な
わ
ち
生
生
し
て
や
む
こ
と
が
な

い
。
…
…
天
地
よ
り
生
ま
る
か
ぎ
り
の
も
の
は
、
す
べ
て
天
地
生
生
の
性
格
を
う
け
て
生
ま
れ
る
。
万
物
と
区
別
せ
ら
れ
た
意
味
で
の
人

間
も
、
こ
の
点
で
は
な
ん
の
区
別
も
な
い
。
（
島
田
虔
次

朱
子
学
と
陽
明
学

岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
、
四
一
〜
四
二
頁
）。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
。

（

）  

李
大
釗

青
春
（
李
大
釗
全
集
（
第
一
巻
）
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
〇
九
頁
。


